
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

《今号の紙面から》

戦
争
犠
牲
者
の
慰
霊
か
ら
の
教
授

平
和
へ
の
巡
礼
‐
信
仰
を
持
つ
者
と
し
て
善
進
を
誓
う

平和への巡礼

第期第４回理事会
新　宗　連

令

和

６
年
度
　

事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

持
続
可
能
な
運
営
見
据
え
　

資
産
運
用
で
特
別
方
針

「すべてのいのちを尊ぶ世界」実現推進事業

平和への巡礼Ⅱ
新
　
宗
　
連

記
憶
の
地
に
立
ち
、平
和
を
誓
う

沖
縄
戦
の
甚
大
な
犠
牲
と
深
い
悲
し
み
を
学
ぶ

特
攻
の
記
憶
を
た
ど
り

慰
霊
、平
和
祈
る
　
鹿
児
島

妙
智
會
教
団
　

第
三
代
會
長

宮
本
惠
司
法

嗣

が
就
任
　
法
燈
を

継

承

新
宗
連
の
「
信
教
の
自

由
」
テ
ー
マ
に
学
習
会

＜
２
面
＞
　
拡
大
宗
法
研
「
不
活
動
法
人
の
実
状
」
テ
ー
マ
に
、
新
宗
連
青

年
会
「
第

回
青
少
年
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
、
東
京
都
宗
教
連
盟
と
東
京
都

「
防
災
連
携
で
協
定
締
結
」
、
第

回
庭
野
平
和
賞
贈
呈
式
「
ム
サ
ー
ワ

ー
に
」
。

＜
４
面
＞
　
新
宗
連
「
平
和
へ
の
巡
礼
Ⅱ
（
沖
縄
）」「
前
段
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
鹿
児
島
）」
詳
報
。

　

　
（
次
号
発
行
は
８
月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
新
宗
連
で
は
「
す
べ
て
の
い
の

ち
を
尊
ぶ
世
界
」　
の
実
現
を
目
指

し
、
そ
の
特
別
事
業
と
し
て
、
戦

後

年
を
迎
え
た
今
年
、
２
月
よ

り
５
月
に
か
け
て
、
タ
イ
・
鹿
児

島
・
沖
縄
で
の
戦
争
犠
牲
者
の
慰

霊
「
平
和
へ
の
巡
礼
」
を
実
施
し

た
。

　
そ
の
す
べ
て
に
参

加
し
、
犠
牲
者
の
御

霊
の
ご
成
佛
を
祈
願

申
し
上
げ
た
が
、
深

く
考
え
る
こ
と
を
感
じ
る
旅
と
な

っ
た
。

　
当
然
、
戦
争
体
験
は
な
い
が
、

そ
の
地
に
赴
き
慰
霊
供
養
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
こ
に
来

さ
せ
て
い
た
だ
く
意
味
を
考
え

た
。
「
犠
牲
者
の
本
当
の
苦
痛
や

憤
り
を
わ
か
っ
て
い
る
の
か
」

「
私
の
ご
供
養
で
そ
れ
を
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
。

　
申
し
分
な
い
食
事
を
し
、
フ
カ

フ
カ
の
ベ
ッ
ド
で
寝
、
専
用
の
車

で
移
動
し
、
そ
の
上
で
の
慰
霊
供

養
で
あ
る
。
当
時
と
同
じ
環
境
は

無
理
で
あ
る
に
せ
よ
、
自
制
を
拒

ま
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
思
い
を

馳
せ
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。
神
佛
か
ら
い
た
だ
い
た
命
を

無
謀
な
力
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
た
思

い
に
、
も
っ
と
も
っ
と
寄
り
添
う

こ
と
は
で
き
た
に
違
い
な
い
。

　
命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
生
か

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
幸
せ
、
そ
れ

は
当
た
り
前
で
は
な
い
。
信
仰
を

持
つ
者
と
し
て
、
足
り
な
い
こ
と

ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
日
々
、
些
細
な
悩
み
や
困
難
が

あ
る
に
せ
よ
、
現
地
へ
赴
き
、
感

じ
た
こ
と
を
今
後
の
指
針
と
し
、

そ
の
上
で
信
仰
に
精
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
い

の
な
ら
ば
、
な
ん
の
た
め
の
慰
霊

で
あ
り
、
当
然
、
犠
牲
者
の
ご
成

佛
が
叶
う
こ
と
は
な
い
と
、
教
え

て
い
た
だ
い
た
旅
で
あ
っ
た
。

　
「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ
世

界
」
は
、
戦
争
犠
牲
者
へ
の
慰
霊

だ
け
で
は
な
い
。
今
の
時
代
・
こ

の
先
の
時
代
を
生
き
る
す
べ
て
の

人
び
と
が
、
命
の
脅
威
を
感
じ
る

こ
と
な
く
、
苦
悩
を
感
じ
る
こ
と

な
く
、
神
佛
か
ら
い
た
だ
い
た
命

を
ま
っ
と
う
で
き
る

世
界
の
実
現
、
そ
し

て
幸
せ
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
る
世
界

の
実
現
を
意
味
す
る
。

　
信
仰
を
持
つ
者
と
し
て
、
常
に

そ
の
よ
う
な
世
界
の
実
現
と
神
佛

の
慈
悲
を
頂
戴
で
き
る
よ
う
願

い
、
真
の
平
和
・
平
安
の
た
め
に

実
践
す
る
こ
と
を
心
に
深
く
刻

み
、
善
進
す
る
こ
と
を
誓
う
。

合
　
掌

（
石
倉
寿
一
・
大

會
教
団
会
長
）

第１１５２号

２０２５年（令和７年）

６月１７日

　「平和への巡礼」は、新宗連が令
和６年度より「すべてのいのちを尊

ぶ世界実現」をテーマに掲げ展開している特別事業の
一環。終戦年にあたり、すべての戦争犠牲者に思い
を馳せ、「絶対非戦」の精神に基づき、宗教者として
慰霊並びに供養を捧げるため、タイ王国（今年２月）、

そして今回の鹿児島（前段プログラム）、沖縄が企画
された。「平和への巡礼」は終戦年にあたる
（平成）年月にも広島と長崎、沖縄を訪れ、世界
平和祈念式典を行った。終戦年にあたる（平成
）年５月には、新宗連と新宗連青年会合同で沖縄慰
霊平和使節団を派遣。翌年２月にタイ王国を訪問した。

新
宗
連
会
館
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
で
開
催
し
た
理
事
会

国立沖縄戦没者墓苑で石倉理事長が「世界平和祈願文」を奏上（月日）

万
世
特
攻
慰
霊
碑
の

前
で
慰
霊
と
供
養
の

誠
を
捧
げ
る
（
４
月


日
）

　
妙
智
會
教
団
は
３
月

日
、

第
三
代
會
長
に
宮
本
惠
司
法
嗣

が
就
任
し
た
。

　
宮
本
會
長
は
１
９
５
６
（
昭

和

）
年
生
ま
れ
。
２
０
０
２

（
平
成

）
年
に
理
事
長
に
就

任
、

（
平
成

）
年
に
法
嗣

と
な
り
、
会
員
の
指
導
と
教
団

運
営
に
努
め
て
き
た
。
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
・
あ
り
が
と
う
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
総
裁
、
新
宗
連
常

務
理
事
。

　
會
長
就
任
は
、
宮
本
丈
靖
大

導
師
（
第
二
代
會
長
）
が
帰
幽

し
て

年
、
教
団
開
教

周
年

に
あ
た
る
今
年
、
法
燈
を
継
承

し
た
。
３
月

日
に
東
京
・
代

々
木
の
本
部
本
殿
大
講
堂
で
會

長
就
任
式
典
が
厳
修
さ
れ
、
同

月

日
に
は
都
内
ホ
テ
ル
で
就

任
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
（
３
面

に
詳
報
）
。

　
「
平
和
へ
の
巡
礼
Ⅱ
」
（
前

段
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
鹿
児
島
）
は

４
月

、

の
両
日
、
特
攻
隊

の
出
撃
地
と
し
て
知
ら
れ
る
鹿

児
島
県
南
さ
つ
ま
市

万ば
ん

世せ
い

や
南
九
州
市
知

覧
、
鹿か

の

屋や

市
な
ど
を

巡
っ
た
。

　

日
朝
、
一
行
は

バ
ス
車
中
で
結
団
式

を
開
き
、
石
倉
理
事

長
は
「
特
攻
に
行
か

れ
た
方
々
の
思
い
に

心
を
寄
せ
、
慰
霊
供

養
を
通
じ
て
、
す
べ

て
の
い
の
ち
を
尊
ぶ

世
界
の
実
現
を
目
指
し
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
万
世
特
攻
平

和
祈
念
館
で
は
慰
霊
碑
前
に
参

列
し
、
代
表
者
が
花
を
手
向
け

た
後
、
各
教
団
の
礼
拝
に
よ
り

慰
霊
と
供
養
の
誠
を
捧
げ
た
。

職
員
の
案
内
で
館
内
を
見
学
。

特
攻
隊
員
た
ち
の
遺
書
や
血
書

な
ど
に
触
れ
、
静
か
に
戦
争
の

悲
劇
を
胸
に
刻
ん
だ
。
南
九
州

市
の
知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
は

館
内
を
見
学
後
、
知
覧
特
攻
平

和
観
音
堂
で
「
戦
争
犠
牲
者
慰

霊
並
び
に
平
和
祈
願
式
典
」
を

執
り
行
っ
た
。参
列
者
は
全
員
、

白
菊
の
花
を
手
向
け
、
戦
争
の

犠
牲
と
な
っ
た
御
霊
に
深
い
哀

悼
の
意
を
表
し
た
。
こ
の
後
、

石
倉
理
事
長
が
「
世
界
平
和
祈

願
文
」
を
奏
上
。
７
教
団
に
よ

る
教
団
別
礼
拝
を
行
い
、
慰
霊

と
供
養
の
誠
を
捧
げ
た
。

　
一
行
は
「
ホ
タ
ル
館
　

富
屋

食
堂
」
も
訪
問
。
か
つ
て
特
攻

隊
員
の
世
話
を
担
っ
た
鳥
濱
ト

メ
氏
が
営
ん
だ
食
堂
を
再
現
し

た
同
館
で
は
、
若
者
た
ち
の
死

の
直
前
の
思
い
を
静
か
に
受
け

止
め
た
。

　
翌

日
、
一
行
は
特
攻
兵
器

「
桜
花
」
の
出
撃
拠
点
跡
地
に

建
つ
「
桜
花
の
碑
」
や
、
小
塚

公
園
に
あ
る
鹿
屋
特
攻
隊
戦
没

者
慰
霊
塔
を
訪
問
。
犠
牲
と
な

っ
た
若
者
た
ち
を
追
悼
し
、
祈

り
を
捧
げ
た
。
こ
の
後
、
鹿
屋

航
空
基
地
史
料
館
を
見
学
し

た
。

　
「
平
和
へ
の
巡
礼
Ⅱ
」
（
沖

縄
）は
５
月

～

日
に
実
施
。

国
内
唯
一
の
地
上
戦
の
舞
台
と

な
っ
た
沖
縄
本
島
を
巡
る
３
日

間
と
な
っ
た
。

　
初
日
の

日
午
後
４
時
、
一

行
は
那
覇
市
の
対
馬
丸
記
念
館

を
訪
問
。１
９
４
４（
昭
和

）

年
８
月

日
、
疎
開
船
「
対
馬

丸
」が
米
潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
、

児
童
を
中
心
に
１
４
０
０
人
以

上
が
犠
牲
と
な
っ
た
歴
史
に
触

れ
、
戦
争
が
奪
っ
た
命
の
重
み

と
平
和
の
尊
さ
を
深
く
学
ん

だ
。
隣
接
す
る
「
小
桜
の
塔
」

で
は
石
倉
寿
一
理
事
長
が
花
を

手
向
け
た
後
、
各
教
団
に
よ
る

礼
拝
が
行
わ
れ
た
。

　
午
後
６
時
か
ら
の
結
団
式
で

石
倉
理
事
長
は
「
祈
り
の
形
は

違
っ
て
も
、
平
和
を
願
う
心
は

一
つ
」
と
力
を
込
め
た
。

　
翌

日
は
、
梅
雨
入
り
し
た

沖
縄
で
時
折
激
し
い
雷
雨
に
見

舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
読
谷
村
や

那
覇
市
内
の
戦
跡
を
巡
っ
た
。

米
軍
上
陸
地
点
や
都
屋
漁
港
を

視
察
し
た
ほ
か
、
避
難
壕
と
な

っ
た
テ
ィ
ラ
ヌ
壕
、
チ
ビ
チ
リ

ガ
マ
で
は
極
限
の
状
況
下
で
命

を
落
と
し
た
住
民
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
、
代
表
者
に
よ
る
献

花
を
行
い
、
慰
霊
と
供
養
の
誠

を
捧
げ
た
。

　
ま
た
、
嘉
手
納
基
地
を
一
望

す
る
「
道
の
駅
か
で
な
」
で
は

今
な
お
続
く
基
地
問
題
に
も
目

を
向
け
、
沖
縄
戦
の
作
戦
司
令

部
が
置
か
れ
た
第

軍
司
令
部

壕
跡
で
は
静
か
に
黙
祷
を
捧
げ

た
。

　
最
終
日
は
、
糸
満
市
の
ひ
め

ゆ
り
の
塔
と
魂こ

ん

魄ぱ
く

之
塔
を
訪
れ

た
。
代
表
者
が
献
花
し
、
各
教

団
の
礼
拝
様
式
で
祈
り
を
捧

げ
、
「
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返

さ
な
い
」
と
誓
い
を
新
た
に
し

た
。
続
い
て
沖
縄
県
平
和
祈
念

資
料
館
を
見
学
し
、
戦
争
体
験

者
の
証
言
や
史
料
か
ら
沖
縄
戦

の
実
相
に
触
れ
た
。

　
国
立
沖
縄
戦
没
者
墓
苑
で
は

「
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平

和
祈
願
式
典
」
を
開
催
。
式
典

で
は
、
深
田
充
啓
名
誉
会
長
が

戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
ゆ
く
今
、

宗
教
者
が
い
の
ち
の
尊
さ
と
平

和
の
大
切
さ
を
次
世
代
に
伝
え

る
責
務
が
あ
る
と
明
示
。
代
表

献
花
の
後
、
参
列
者
一
人
ひ
と

り
が
献
香
し
、
戦
争
の
犠
牲
と

な
っ
た
御
霊
に
深
い
哀
悼
の
意

を
表
し
た
。

　
こ
の
後
、
石
倉
理
事
長
が

「
世
界
平
和
祈
願
文
」
を
奏
上

し
、
９
教
団
に
よ
る
教
団
別
礼

拝
の
後
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ

た
。

　
解
団
式
で
は
、
石
倉
理
事
長

が
終
戦

年
の
節
目
に
あ
た
り
、

「
信
仰
者
の
使
命
と
し
て
慰
霊

と
供
養
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
新
宗
連（
石
倉
寿
一
理
事
長
）

は
６
月
６
日
午
後
１
時
半
か

ら
、
東
京
・
代
々
木
の
新
宗
連

会
館
で
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ

る
「
第

期
第
４
回
理
事
会
」

を
開
催
し
た
。
本
理
事
会
で
は

令
和
６
年
度
事
業
報
告
書
案
並

び
に
同
決
算
書
案
、
資
産
運
用

に
関
す
る
特
別
方
針
の
具
体
的

施
策
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
し
た
。
ま

た
、
宗
教
界
の
活
動
や
新
宗
連

各
機
関
、青
年
会
の
活
動
報
告
、

全
国
総
会
に
向
け
た
準
備
状
況

等
を
共
有
し
た
。

　
理
事
会
に
先
立
ち
、
３
月


日
に
妙
智
會
教
団
第
三
代
會
長

に
就
任
し
た
宮
本
惠
司
常
務
理

事
が
就
任
の
報
告
と
と
も
に
関

係
者
へ
の
謝
意
を
述
べ
た
。

　
審
議
事
項
で
は
令
和
６
年
度

事
業
報
告
書
案
並
び
に
同
決
算

書
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
す
べ

て
承
認
し
た
。
ま
た
、
資
産
運

用
に
関
し
て
は
持
続
可
能
な
運

営
と
財
務
の
健
全
性
確
保
を
見

据
え
た
特
別
方
針
に
基
づ
き
、

土
地
・
建
物
の
有
効
活
用
を
含

む
具
体
的
施
策
案
の
計
画
が
示

さ
れ
、
こ
れ
も
承
認
し
た
。

　
報
告
事
項
で
は
、
新
宗
連
、

各
委
員
会
・
機
関
、
新
日
本
宗

教
青
年
会
連
盟
（
新
宗
連
青
年

会
）
、
宗
教
界
の
活
動
に
つ
い

て
代
表
者
が
順
次
報
告
し
た
。

　
こ
の
中
で
「
す
べ
て
の
い
の

ち
を
尊
ぶ
世
界
」
実
現
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
、

「
平
和
へ
の
巡
礼
Ⅰ
」（
タ
イ
王

国
、
２
月

～

日
）
と
「
平

和
へ
の
巡
礼
Ⅱ
」（
前
段
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
鹿
児
島
）「
平
和
へ

の
巡
礼
Ⅱ
」（
沖
縄
）
―
別
掲

―
の
成
果
に
つ
い
て
、
田
澤
清

喜
企
画
委
員
長
が
報
告
し
た
。

　
さ
ら
に
、
政
治
委
員
会
の
力

久
道
臣
委
員
長
か
ら
は
７
月
に

予
定
さ
れ
る
第

回
参
議
院
選

挙
に
向
け
た
各
教
団
の
対
応
に

つ
い
て
説
明
。
宗
教
法
人
研
究

会
の
仙
波
達
治
座
長
は
３
月


日
に
開
催
し
た
拡
大
宗
法
研
の

内
容
を
報
告
し
、
新
宗
連
青
年

会
の
宮
本
泰
克
委
員
長
は
４
月

に
実
施
し
た
青
少
年
育
成
セ
ミ

ナ
ー
や
、
拡
大
委
員
会
の
内
容

を
報
告
し
た（
詳
細
は
２
面
）。

　
こ
の
ほ
か
、
「
令
和
７
年
度

全
国
総
会
」の
概
要
を
は
じ
め
、

日
本
宗
教
連
盟
な
ど
の
宗
教
界

の
動
向
で
は
、
特
に
防
災
・
減

災
に
対
す
る
宗
教
界
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
理
事
会
終
了
後
は
、
信
教
の

自
由
委
員
会
に
よ
る
学
習
会
を

実
施
。
同
委
員
の
武
藤
亮
飛
氏

（
玉
光
神
社
宗
教
心
理
学
研
究

所
所
長
代
行
）
が
「
新
宗
連
の

『
信
教
の
自
由
』
を
考
え
る
～

他
団
体
と
の
比
較
を
通
じ
て
」

と
題
し
、
講
演
し
た
。

　
冒
頭
、
信
教
の
自
由
は
憲
法

に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
で

は
あ
る
が
、
何
が
正
し
い
か
と

い
う
「
正
解
」
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
と
強
調
。
そ
の
上
で
、

戦
前
の
宗
教
制
度
や
日
本
国
憲

法
制
定
後
の
変
化
を
踏
ま
え
、

新
宗
連
が
平
等
性
と
中
立
性
を

重
ん
じ
、
時
に
自
己
の
不
利
益

を
顧
み
ず
信
教
の
自
由
を
擁
護

し
て
き
た
歴
史
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
伝
統
宗
教
も
国
家
不

干
渉
の
自
由
を
重
視
す
る
が
、

新
宗
連
は
国
家
か
ら
弾
圧
を
受

け
た
歴
史
を
踏
ま
え
、
信
教
の

自
由
に
対
し
、
個
人
の
信
じ
る

自
由
、信
じ
な
い
自
由
も
含
め
、

よ
り
積
極
的
な
立
場
に
あ
る
と

指
摘
。
旧
統
一
教
会
問
題
を
巡

る
宗
教
界
の
反
応
の
違
い
や
、

政
教
分
離
に
対
す
る
立
場
の
違

い
も
詳
述
し
、
新
宗
連
の
姿
勢

の
背
景
に
あ
る
歴
史
と
理
念
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
、
石
倉
寿
一
理
事
長
）
は
、
「
す
べ
て
の
い
の
ち

を
尊
ぶ
世
界
」実
現
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
平
和
へ
の
巡
礼
Ⅱ
」（『
栞
』参
照
）

を
実
施
し
た
。
２
月
の「
平
和
へ
の
巡
礼
Ⅰ
」（
タ
イ
王
国
）に
続
く
今
回
は
５
月

～

日

に
沖
縄
を
訪
れ
、
戦
争
犠
牲
者
の
慰
霊
と
供
養
に
臨
ん
だ
。
前
段
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
４

月

、

の
両
日
、
鹿
児
島
の
特
攻
隊
出
撃
地
な
ど
を
巡
っ
た
。（
４
面
に
詳
報
）




